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問題１（血液・血球）
血液・血球に関する記述のうち、適切なものは次のうちどれか。

１　イヌの全血液量は1㎏あたり約40ml、ネコの全血液量は1㎏あたり約20mlと言われている。
２　赤血球は、骨髄でつくられ、古くなると脾臓で破壊されて、肝臓で分解される。
３　血液成分や血液型は、イヌ・ネコともにほぼヒトと同じである。
４　血液成分の比率は、赤血球・白血球・血小板の血球が約20％、水やミネラルや有機物が含まれる血しょうが約80％である。

問題２（赤血球）
イヌ・ネコの赤血球に関する記述のうち、不適切なものは次のうちどれか。

１　円盤状で核がない。
２　ヘモグロビンを持ち酸素を運ぶ。
３　血球中最も多い。
４　血球中最も大きい。

問題３（血球）
イヌ・ネコの血球に関する記述中の（　　　）の中に入る語句として適切なものは次のうちどれか。

不定形で核がなく、血液凝固に関わる（　　　）は、血球中最も小さい。

１　赤血球
２　白血球
３　血小板
４　リンパ球

問題４（白血球）
イヌ・ネコの白血球に関する記述のうち、不適切なものは次のうちどれか。

１　白血球の中でリンパ球が最も多い
２　ヘモグロビンを持たず、不定形で核がある。
３　アメーバー運動を行い細菌・ウイルスなどを取り込み殺す。
４　血球中、最も大きいものがある。



問題５（白血球）
イヌ・ネコの白血球に関する語句の組合せのうち、適切なものは次のうちどれか。

１　好中球		寄生虫を攻撃する
２　好酸球		マクロファージになり死細胞や病原体を分解する
３　リンパ球		ガンや細菌・ウイルスを攻撃する
４　単球		細菌を取り込み殺す

問題６（血管）
血管に関する記述のうち、不適切なものは次のうちどれか。

１　動脈は横紋筋が厚く弾力性がある。
２　静脈には血液の逆流を防ぐ弁がある。
３　毛細血管の壁は非常に薄く物質が移動しやすい。
４　細胞内の大きな老廃物や異物はリンパ管に集まる。

問題７（血液循環）
血液循環に関する記述のうち、適切なものは次のうちどれか。

１　肺静脈を流れる血液は酸素が少ない。
２　心臓の右心室から出る血管を大動脈という。
３　肺静脈に流れる血液は心臓の左心房に入る。
４　全身から戻る血液は右心室に入る。



問題８（心臓弁）
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イ		ロ		ハ		ニ
１	大動脈弁	肺動脈弁	三尖弁		僧帽弁
２	肺動脈弁	大動脈弁	三尖弁		僧帽弁
３	大動脈弁	肺動脈弁	僧帽弁		三尖弁
４	肺動脈弁	大動脈弁	僧帽弁		三尖弁

問題９（上・下気道）
上・下気道に関する記述のうち、適切なものは次のうちどれか。

１　喉頭は「のど」と呼ばれる部分で飲食物と空気が通るが、咽頭は飲食物が気管に入らないようにする部分で声帯がある。
２　硬口蓋には骨がなくやわらかいので、長いと呼吸をする度に振動し呼吸音が大きくなる。
３　気管は平滑筋が発達しておりO字型の軟骨で丸い形状を保っているが、外から力が加わると軟骨がつぶれて気道が狭くなることがある。
４　鼻腔内、咽頭、気管、気管支では線毛運動や粘液によって有害物質が体内に入れないしくみを持っている。

問題１０（肺）
肺に関する記述のうち、不適切なものは次のうちどれか。

１　イヌ・ネコの肺は、左に前葉と後葉、右に前葉、中葉、後葉、副葉の6枚に分かれている。
２　肺の表面は、薄く弾力性がある胸郭におおわれ、呼吸の時に伸びたり縮んだりする。
３　気管は肺の手前で左右に分かれて気管支になる。気管支はさらに細かく枝分かれを繰り返して細い管になり先にブドウのような肺胞を持つ。
４　息を吸ったとき肺胞は風船のように膨らみ、肺動脈に含まれる二酸化炭素を放し空気中の酸素を肺静脈に取り込む。

問題１１（呼吸）
呼吸のしくみに関する記述のうち、適切なものは次のうちどれか。

１　胸郭・横隔膜と胸膜の間にある胸膜腔は少し空気が少なくなっているので、肺は胸壁に吸い付けられるようにして膨らんでいる。
２　肺は筋肉を持っており、横隔膜や肋骨と共に肺筋を収縮・弛緩させて肺を膨らませたり縮ませたりする。
３　息を吸い込むときは横隔膜をゆるめて肺を下に引っ張って膨らませ、息を吐くときは横隔膜を収縮させて上に上げて肺をしぼめている。
４　横隔膜は平滑筋でできており自分の意思で呼吸を止めたり呼吸の速さをコントロールできる。

問題１２（オスの生殖器）
イヌ・ネコのオスの生殖器に関する記述として、不適切なものはどれか。

１　イヌの精巣は生まれた直後は腹腔内にありますが、生後30日で腹腔内から陰嚢に移動する。
２　イヌの陰茎には骨（陰茎骨）があり交尾の結合状態を保つ。
３　イヌの陰茎の根元にはトゲ（陰茎棘）がありネスの排卵を誘発させる。
４　ネコは、前立腺が小さく、尿道球腺がある。

問題１３（メスの生殖器）
イヌ・ネコのメスの生殖器に関する記述として、不適切なものはどれか。

１　受精卵が育つ部位は子宮頚管である。
２　イヌは乳腺が5対、ネコは4対ある。
３　双角子宮で左右に分かれている。
４　イヌは一度に4～5頭、ネコは4～8頭出産する。



問題１４（妊娠のしくみ）
イヌ・ネコの妊娠のしくみに関する記述中の（　　　）の中に入る語句の正しい組み合わせはどれか。

①　発情期を迎える時期になると、脳下垂体前葉から卵胞刺激ホルモンが分泌されます。
②　卵巣から（　イ　）が分泌され子宮内膜を厚くし妊娠の準備をします。
③　卵巣にある卵胞が発育をして成熟卵胞になります。妊娠の準備ができたら発情出血や外陰部の充血がみられます。この時期をヒートと言います。
④　脳下垂体前葉から、（　ロ　）（LH）が一気に分泌されます。これをLHサージといいます。LHサージをきっかけに排卵が起こります。イヌ・ネコは複数の卵子を排卵するため多産になります。
⑤　排卵後の卵胞は黄体になり、（　ハ　）が継続的に分泌され乳腺が発達し妊娠を維持させます。

イ				ロ				ハ
１　プロゲステロン			卵胞ホルモン（エストロゲン）	黄体形成ホルモン
２　プロゲステロン			黄体形成ホルモン		卵胞ホルモン（エストロゲン）
３　黄体形成ホルモン			プロゲステロン			卵胞ホルモン（エストロゲン）
４　卵胞ホルモン（エストロゲン）	黄体形成ホルモン		プロゲステロン

問題１５（発情）
イヌ・ネコの発情に関する記述として、不適切なものはどれか。

１　イヌのメスの発情期間は２～３週間、ネコの発情期間は７～１０日間である。
２　イヌもネコも妊娠期間は約２か月である。
３　一般的にイヌよりネコの方が、出産頭数が多い。
４　イヌの排卵は交尾排卵だが、ネコの排卵は自然排卵である。

問題１６（染色体）
染色体に関する記述として不適切なものはどれか。

１　染色体はよく似たものが2本ありそれを1対とすると、ヒトやイヌ・ネコは23対（46本）ある。
２　染色体のうち1対は性別を決めるので性染色体といい、それ以外の対は常染色体という。
３　メスの性染色体はXとX、オスの性染色体はXとYの型をもつ。
４　体細胞はよく似た染色体を２本持っているが、精子や卵子の生殖細胞は染色体を１本しか持たずこれを減数分裂という。



問題１７（遺伝）
ネコの毛色を決めるＷの遺伝子は顕性遺伝子（Ｗが一つでもあれば白色になる）、Ｂの遺伝子は潜性遺伝子（ＢＢの時のみ黒色になる）とする。
今、WWの遺伝子を持つ白いオスネコと、BBの遺伝子を持つ黒いメスネコがいるとすると、この２匹の間に生まれた子の毛色の出現比率として正しいのはどれか。

	白：黒
１	4：0
２	3：1
３	2：2
４	1：3
５	0：4

問題１８（遺伝）
ネコの毛色を決めるＷの遺伝子は顕性遺伝子（Ｗが一つでもあれば白色になる）、Ｂの遺伝子は潜性遺伝子（ＢＢの時のみ黒色になる）とする。
今、BWの遺伝子を持つ白いオスネコと、BWの遺伝子を持つ白いメスネコがいるとすると、この２匹の間に生まれた子の毛色の出現比率として正しいのはどれか。

	白：黒
１	4：0
２	3：1
３	2：2
４	1：3
５	0：4



問題１９（遺伝性疾患）
次の遺伝性疾患に関する記述中の（　　　）の中に入る語句の組み合わせとして適切なものはどれか。

イヌの犬種開発は、世界中に植民地や領土を持っていた19世紀の（　イ　）で盛んに行われました。世界中から犬を集め交配させ新しい犬種を作っていきました。
犬種の品評会が行われるようになると犬種の理想の基準（スタンダード）が決められました。ブリーダーはスタンダードに少しでも近づけるために、同じ犬種の中でも兄弟同士、親子同士を掛け合わせる（　ロ　）を行い改良を重ねていきました。
（　ロ　）を行うと血統を保ちスタンダードに近づけることができますが、遺伝子変異による疾患を引き継ぐ確率も高くなりかなりの数の犬がその犠牲になってきました。
最近は、意図的に純血種同士で交配せず他の純血種とのミックス（ハーフ）の交配を行う「（　ハ　）」を行い、健全性と新しい犬種開発を行う取り組みが行われています。
もちろん、遺伝性疾患はイヌだけでなくネコの純血種でもみられます。

イ		ロ		ハ
１	スペイン	近親交配	ミックス交配
２	アメリカ	純血交配	ミックス交配
３	オランダ	純血交配	戻し交配
４	イギリス	近親交配	戻し交配
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動物のからだのしくみⅠ　確認テスト　解答

問題１　解答２
１　イヌの全血液量は1㎏あたり約80～90ml、ネコの全血液量は1㎏あたり約65～70mlと言われている。
３　血液成分はイヌ・ネコともにほぼヒトと同じだが、赤血球の種類（血液型）が異なる。イヌは赤血球の種類が多いため血液型が13種類あります。ネコは3種類（A、B、AB）、ヒトは4種類（A、B、O、AB）。
４　血液成分の比率は、赤血球・白血球・血小板の血球が約45％、水やミネラルや有機物が含まれる血しょうが約55％。

問題２　解答４
４　血球中最も大きいものがあるのは白血球。

問題３　解答３

問題４　解答１
１　白血球の中で最も多いのは好中球（50～60％）。リンパ球は二番目に多く30～40％を占める。

問題５　解答３
１　好中球		細菌を取り込み殺す
２　好酸球		寄生虫を攻撃する
４　単球		マクロファージになり死細胞や病原体を分解する

問題６　解答１
１　動脈は平滑筋が厚く弾力性がある。

問題７　解答３
１　肺静脈を流れる血液は酸素が多い。肺動脈を流れる血液は酸素が少ない。
２　心臓の右心室から出る血管は肺動脈。大動脈は心臓の左心室から出る血管。
４　全身から戻る血液は右心房に入る。

問題８　解答２



問題９　解答４
１　咽頭は「のど」と呼ばれる部分で飲食物と空気が通るが、喉頭は飲食物が気管に入らないようにする部分で声帯がある。
２　軟口蓋には骨がなくやわらかいので、軟口蓋が長いと呼吸をする度に振動し呼吸音が大きくなる。
３　気管はU字型の軟骨で丸い形状を保っているが、外から力が加わると軟骨がつぶれて気道が狭くなることがある。筋肉（平滑筋）が発達しているのは食道。

問題１０　解答２
２　肺の表面は、薄く弾力性がある胸膜におおわれ、呼吸の時に伸びたり縮んだりする。

問題１１　解答１

２　肺は筋肉を持っていないので、横隔膜や肋骨の間にある筋肉を収縮・弛緩させて肺を膨らませたり縮ませたりする。
３　息を吸い込むときはゆるんだ横隔膜を収縮させて肺を下に引っ張って膨らませ、息を吐くときは横隔膜をゆるめて上に上げて肺をしぼめている。
４　横隔膜は横紋筋でできており自分の意思で呼吸を止めたり呼吸の速さをコントロールできる。

問題１２　解答３
３　ネコの陰茎の根元にはトゲ（陰茎棘）がありネスの排卵を誘発させる。

問題１３　解答１
１　受精卵が育つ部位は子宮角である。

問題１４　解答４
①　発情期を迎える時期になると、脳下垂体前葉から卵胞刺激ホルモン（FSH）が分泌されます。
②　卵巣から卵胞ホルモン（エストロゲン）が分泌され子宮内膜を厚くし妊娠の準備をします。
③　卵巣にある卵胞が発育をして成熟卵胞になります。妊娠の準備ができたら発情出血や外陰部の充血がみられます。この時期をヒートと言います。
④　脳下垂体前葉から、黄体形成ホルモン（LH）が一気に分泌されます。これをLHサージといいます。LHサージをきっかけに排卵が起こります。イヌネコは複数の卵子を排卵するため多産になります。
⑤　排卵後の卵胞は黄体になり、プロゲステロンが継続的に分泌され乳腺が発達し妊娠を維持させます。

問題１５　解答４
４　イヌの排卵は自然排卵だが、ネコの排卵は交尾排卵である。

問題１６　解答1
染色体はよく似たものが2本ありそれを1対とすると、ヒトは23対（46本）、イヌは39対（78本）、ネコは19対（38本）ある。

問題１７　解答1
WWの白いネコとBBの黒いネコが親になった時の子の遺伝子型は、BとB、WとWの精子卵子になるので、BW、BW、BW、BWになる（全部白）。
	
	B
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	BW
	BW
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		BB		WW		→		BW×4
問題１８　解答２
白いBWのネコと白いBWのネコが親になるとき、BとW、BとWの精子卵子になるので、子の遺伝子型は、BB、BW、BW、WWになる。白：黒＝３：１
	
	B
	W

	B
	BB
	BW

	W
	BW
	WW
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BW		BW		→	BB		BW×2		WW

問題１９　解答４
イヌの犬種開発は、世界中に植民地や領土を持っていた19世紀のイギリスで盛んに行われました。世界中から犬を集め交配させ新しい犬種を作っていきました。
犬種の品評会が行われるようになると犬種の理想の基準（スタンダード）が決められました。ブリーダーはスタンダードに少しでも近づけるために、同じ犬種の中でも兄弟同士、親子同士を掛け合わせる近親交配を行い改良を重ねていきました。
近親交配を行うと血統を保ちスタンダードに近づけることができますが、遺伝子変異による疾患を引き継ぐ確率も高くなりかなりの数の犬がその犠牲になってきました。
最近は、意図的に純血種同士で交配せず他の純血種とのミックス（ハーフ）の交配を行う「戻し交配」を行い、健全性と新しい犬種開発を行う取り組みが行われています。
もちろん、遺伝性疾患はイヌだけでなくネコの純血種でもみられます。
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